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Summery
The Sacro Monte of Crea, located in the Serralunga di Crea in the province of Alessandria in 
Piedmont, is one of the Sacri Monti built in northwestern Italy during the Counter-Reformation. It was 
listed as one of the “Sacri Monti in Piedmont and Lombardy”, along with eight other Sacri Monti, as a 
UNESCO World Heritage Site. In Japan, although Sacro Monte of Crea has been mentioned somewhat 
in books and papers, it has not yet been sufficiently introduced or studied.
Therefore, in this paper, looking at future research, based on previous researches, we tried to grasp 
the overall image of the Sanctuary of Crea and its Sacro Monte, especially the painters and sculptors 
involved in the decoration of chapels as follows.
First, Chapter 1 gives an overview of the creation and subsequent development of the Sanctuary of 
Crea, which precedes Sacro Monte, and Chapter 2 also outlines the history of land acquisition for 
Sacro Monte, which also precedes the construction of Sacro Monte. Chapter 3 provides an overview 
of the changes in the pilgrimage courses and chapels since the decision to build Sacro Monte in the 
late 16th century, with a particular focus on the artists involved in the decoration of chapels.
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はじめに
現在の行政区分ではピエモンテ州アレッ
サンドリア県セッラルンガ・ディ・クレア
に位置付けられるクレアのサクロ・モンテ
（図 2、5）は、対抗宗教改革期に北西イ
タリアに建造されたサクロ・モンテ群のひ
とつであり、その重要性から 2003 年に
「ピエモンテ州とロンバルディア州のサク
リ・モンティ」のひとつとして他の 8つの
サクロ・モンテ群とともにユネスコの世界
文化遺産に登録された。
クレアのサクロ・モンテは、長い歴史の
あるマリアの巡礼地に 1589 年に建造が開
始されて以来、当初の方針は幾度か変更さ
れた。具体的には、対抗宗教改革時代に当
たっていた当初の方針は、マリアの生涯を
知るための玄義の森の建造であったが、17
世紀にはモンフェッラートの貴族たちのキ
リスト教的敬
ピエタス
虔のためのモニュメントと
なった。続いて 19 世紀初頭にはフランス
政府による修道会の弾圧のため、土地全体
が農業と植林用地に変えられた。しかし、
同世紀半ば以降、カゾルツォの司教地方代
理で修道祭式者会士フェリーチェ・バヴァ
が組織した団体によってクレアの文化遺産
の主要部分が再統合され、修復が開始され
た。この段階でサクロ・モンテは、列をな
すロザリオで聖母マリアを称讃するための
「ヴィア・サクラ」に変えられた。また、
封建領主一族やラテラノ修道祭式者会士た
ちによる支配後、後を継いだフランシスコ
会オブセルヴァント派（1820～1992 年）
によって修道院が再建され、再びクレアに
対する地域住民の信仰が回復された。しか
し 1980 年にはこの山はピエモンテ州に委
ねられ自然公園（Parco naturale e area attrezzata 
del Sacro Monte di Crea）となって、1992年
にはオブセルヴァント派の小さき兄弟会士
たちが山を去った。現在は、この巡礼地の
典礼儀式はカザーレ教区の司祭によって直
接管轄されている。
クレアのサクロ・モンテは以上のような
北西イタリアの歴史上、宗教史上重要な意
味をもった遺構であるが、日本では書籍や
論考中に挙げて言及はされてきたものの、
未だ十分に紹介や研究はなされてはいな
い。そこで本稿では、原典である古文献等
には当たれていないものの、今後の研究を
見据え、先行研究に拠りながら、巡礼地ク
レアとサクロ・モンテの全体像の把握、と
くに礼拝堂装飾に携わった画家や彫刻家の
全体的把握を以下のような展開で試みた
い。
まず 1章では、サクロ・モンテ建造に先
行する巡礼地クレアの生成とその後の展開
について、続いて 2章では同様にサクロ・
モンテ建造に先行する建造用地獲得の歴史
について概観する。そして 3章において、
16 世紀末のサクロ・モンテの建造決定以
降の巡礼コースや礼拝堂群の変遷を、特に
礼拝堂装飾に携わった芸術家等に注目しな
がら概観する。
１　巡礼地クレア―先行して存在し
た教会堂・修道院の展開
1-1  巡礼地クレアの起源
最古の記録が 9世紀に遡るクレアの巡礼
地の少なくとも千年以上の歴史の中では、
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サクロ・モンテはローマ教会と地域住民の
期待に同調する形で最後の 4世紀に登場す
るに過ぎない。この場所は元来、山を目的
地とする上昇的巡礼に利用されており、山
の麓には洗礼、浄化のための水が湧き、そ
の頂上には教会堂内に聖エウセビウスが齎
したとの伝承がある聖像（イコン）（図
3）が置かれていた。その基本概念は、上
述の最古の記録として有名な不詳の伝記作
者による『聖エウセビウスの生涯』（１）中に
既に明瞭に示されている。
このように、対抗宗教改革的カノンに
則って 16 世紀末にマリアの生涯のミス
テーリ（玄義）を表現する礼拝堂群が建造
される前から、山上の教会はラテラノ修道
祭式者会に管理されており、この山は教会
堂内に置かれた木彫の聖母子像を中心とす
るマリア信仰の対象となっていた。この教
会堂は少なくとも 12 世紀に始まるもの
で、モンフェッラート侯爵たちの庇護下に
あった。しかし、クレアという土地の名称
（Credonensium）も初出する 9世紀の手稿
（Archivio Capitorale Vercellese所蔵）のテ
キストは、中世初期とするその教会堂の存
在を最終的に早め、信仰の場としての創設
を、ヴェルチェッリの最初の司教である聖
エウセビウスが生きた 4世紀とすることを
可能とさせる。同伝記に拠れば、ヴェル
チェッリの最初の司教聖エウセビウスは、
迫害を逃れるためにポー川を渡ってヴェル
チェッリからクレアにやってきて身を潜
め、同地でキリストの福音を手で書き写
し、聖母を讃える小さなオラトリオを建て
たという。そしてこの小堂がマリアの巡礼
地の核となり、時の経過とともに重要さを
増していくことになる。因みに、同聖人が
東方からの帰還に際して携えたと伝承され
るマリア像が 3体あるが、そのうちの 1体
がクレア（その他の 2体はオローパとカッ
リアリにある）で今も崇敬されている上述
の聖母子像（図 3）であることは言うまで
もない。
4世紀から 9世紀までの絶対的な史料の
欠如の後、アルプス山麓の様子が多少とも
明らかになるのはイヴレア辺境伯でイタリ
ア王ともなったアルドゥイーノ（在位 955
頃～1015 年）が登場する 10 世紀末から 11
世紀初めにかけてのことで、彼の息子の
オットーネが 11 世紀初めにクレアの教会
堂を建造したとする説もある（2）。しか
し、クレアの教会堂が重要となったことを
示す確実な史料は、同所がヴェッツォラー
ノの修道祭式者会の管轄下に入った 12 世
紀まで下らなければならない。
史料の沈黙は教会堂の建築的証拠とも合
致している。教会堂に残る遺構のうち 9世
紀の建造作業を偲ばせるのは質の高い石彫
のわずかな断片だけであり、壁面に至って
は当時を回想できるものは何もない。堂内
に残るその他の彫刻はロマネスク末期、す
なわち 12 世紀後半頃の様相を呈している
のである。
1-2  修道院のための封土の寄進
今日、教会堂の識別可能な壁面のうち最
古のものは 13 世紀と 14 世紀前半に遡るも
のである。それらと合致する時期に、1176
年以来ヴェッツェラーノの修道祭式者会に
委ねられていたクレアの修道院長は、モン
フェッラート侯国の侯爵から重要な寄進
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（1233 年）を受けて封土権を固め、それ
をセッラルンガの聖エウストルジョ（1316
～17 年）やポンテストゥーラの聖アガタ
の聖遺物に対しても拡大適用した。さらに
14 世紀初めには、アスティ方面の山の尾
根全体もモンフェッラート侯国の防衛に
とって戦略上重要な役割を帯びていた。そ
れゆえパレオロゴ家のテオドロ 1世（在位
1306 ～1338 年）は、伝統的に侯国の首都
であったキヴァッソでよりも、近くのモン
カルヴォで政務を遂行した。アウグスチノ
会士フルゲンツィオ・アルギーズィ（３）に
よれば、教会堂の聖マルゲリータ礼拝堂は
その世紀の後半に遡るものであるが、この
礼拝堂はキリスト教の建築的伝統には例を
みない形で 内
カーポクローチェ
陣 のアプシス空間を聖母
の礼拝堂と 2分している。聖マルゲリータ
崇敬は、パレオロゴ家の侯爵のうちのひと
りが聖母に対する崇敬に加えたものである
が、伝承ではオットーネ 3世（セコンドッ
ト、在位 1372～1378 年）の妻に関係して
いる。しかしそれ以上に、この聖女の足の
遺物箱がクレアにあることや、同家の 2人
の侯爵（テオドロ 2世とジョヴァンニ 4
世）のマルゲリータという名前の女性との
結婚に基づいている（４）。その遺物箱は同
家の侯爵のいずれかによってこの教会堂に
寄進されたコンスタンティノープル請来の
6世紀の貴重な金工品である。しかしアル
ギーズィ以外、その聖遺物のモンフェッ
ラートへの到着や、クレアへの寄進につい
て記している者はいない。
1-3 修道院管理者としてのラテラノ修道
祭式者会
1468 年、パレオロゴ家のモンフェッ
ラート侯爵グリエルモ 8世（図 4）は、当
時没落していたヴェッツォラーノ出身の修
道祭式者会士からクレアの修道院の管理の
役割を取り去ったため、同会士は山を下
り、マリアのしもべ修道会士で侯爵の主任
司祭であったトビア・デイ・ペッラーティ
師が管理人としてそこに留まった。そして
2年後の1470年には、クレアの修道院長に
なれるよう修道祭式者会士となっていたト
ビア師が予定通り修道院長となった。因み
に1477年10月16日のシクストゥス4世の
勅書によれば、クレアの教会堂はマリアの
しもべ修道会に譲渡されている。また同年
10 月 25 日の同教皇の勅書からは、グリエ
ルモ 8世が具体的な刷新事業を要求してい
たことが推測される。それらの事業におけ
る侯爵の片腕となったのは先のトビア師
で、彼は、上述の通り、多くの役職を経験
した宗教家（まずヴェッツォラーノの修道
祭式者会士、次いでマリアのしもべ修道会
士、再びラテラノ修道祭式者会士）であ
り、とりわけ政治家、宮廷人であった。彼
は、修道院長がヴェッツォラーノ出身の修
道祭式者会士からラテラノ修道祭式者会士
へと移行する不明瞭な時期（1477～1483
年）における不変の存在であり、また、こ
の教会堂の重要な建築工事の管理者でも
あった。それらの工事には、回廊の南面の
工事や教会堂を西に 3スパン拡大した工事
などがあったが、詳細は不詳である。いず
れにしても、15 世紀の諸々の改築工事は
グリエルモ侯爵の依頼によるものであった
し、クレアの修道院長の拡大された役割
は、そうした諸工事の後、ラテラノ修道祭
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式者会の管理に委ねられた。管理者として
同会が選ばれたのは偶然ではなく、そこに
は優れた運営への願いが込められていたと
考えられる。同教団はまだ改革されたばか
りで、新しい会則が示した保証によって、
まさに同世紀の後半以降多くの教団から信
頼を得ていくからである。
これに続くクレアの建造物の発展は、
1589 年にマッシーノがカルデローナの丘
上で推進したサクロ・モンテ建造の結果で
あった。その発議の成功は、1608 年にお
けるクレアのラテラノ修道祭式者会の共住
団体に対する大
アッバツィーア
修道院の称号の許可と、そ
の結果としての教会堂と修道院の同称号へ
の適合という形で実を結んでいく。
２　サクロ・モンテ建造までの経緯
2-1 封建領主による封土（サクロ・モン
テ建造用地）の寄進
ところで、サクロ・モンテ建造のための
用地はどのように得られたのであろうか。
この地域は歴史にはヴェルチェッリの司
教やモンフェッラート侯国（Marchese del 
Monferrato, 961～1574 年）の侯爵領として
登場している。そして時代が移り行く中
で、後者が完全に前者にとって代わった。
1152 年にはサンタ・マリア・ディ・クレ
ア教会堂はまだ要
イン・カストロ・クレドネンシ
塞 の 内 部にあった。
約 70 年後の 1223 年に、クレアに近いカル
デローナの丘の頂上に何らかの建物の設置
が証言されているが、そこはまさしく 16
世紀末にサクロ・モンテが建設されること
になる場所であった。この山には中世に疑
いなく人が住む集落があったが、特定でき
ない時期（14～15 世紀の間）にその集落
は姿を消し、16 世紀後半には山上は教会
堂と修道院、農家、カルデローナ城の残骸
だけとなっていた。しかしこの山は、モン
フェッラート侯国を治めていたパレオロゴ
家が侯国の首都カザーレ同様にクレアを見
守り、民衆の信心をも惹起させたため、16
世紀前半には多くの信徒の巡礼の目的地と
して繁栄していた。
そして 1560 年に、まず、クレアやカル
デローナ、セッラルンガに対する封土権を
有していたガビアーノの領主たちが、礼拝
堂群の建造用地としてカ
デ ・ フ ェ ウ ド ・ カ ス ト リ
ルデローナの要塞
化
・クレテ・カルデローナ
された封土である約 12 ブッシェル半の
森（約半ヘクタール）をラテラノ修道祭式
者会に提供した。また、彼らに続いて
1591 年には、デッラ・サーラの領主たち
がカルデローナ城の塔と遺構（城壁の痕跡
は16世紀末にはまだ見られた）があった3
ユゲルム半の森を同会に提供した。このよ
うに封建領主たちがこの見捨てられた土地
の管理を放棄した一方で、クレアの修道院
長たちはそれらを所有し続け、さらにモン
フェッラートの公爵（モンフェッラートは
1574 年以降侯国から公国となった）の好
意で、フォルネッリオとセッラルンガの一
部に対しても封土権を拡大しさえした。こ
うした 16 世紀半ば以降の絶えざる獲得工
作により、修道院による同山の所有は強固
になっていった。
2-2 サクロ・モンテの創設意図とその後
の構想の変遷
以上のような寄進と土地の獲得工作によ
り、サクロ・モンテを建造するための用地
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は確保されていたが、その後サクロ・モン
テはどのように具現されていったのだろう
か。
サクロ・モンテの構想者が、ラテラノ修
道祭式者会神父でクレアの修道院長（在任
1580～90 年、1594 年）に任命されたコス
タンティーノ・マッシーノであったことは
周知の事実である。彼の著書『モンフェッ
ラート公国に設置されたクレアのサクロ・
モンテにおける太古からの信仰について』
（1590 年）（５)の序文からは、霊的な熱気
が高まったために山の様々な場所に礼拝堂
を建てて聖母マリアの生涯と天の偉大な元
后である彼女の死を表現する、という表向
きの建造理由が理解される。しかし 1589
年における彼のサクロ・モンテの建造決定
の真の意図は必ずしも明瞭ではない。彼の
意図が、カルロ・ボッロメーオが変容させ
たヴァラッロの聖なるエルサレムに啓発さ
れたことや、トレント公会議後のカトリッ
クの対抗宗教改革的態勢や命令とも関係し
ていることは容易に想定されるが、当時の
北イタリアにおけるモンフェッラート公国
の微妙な政治的立ち位置や地理的位置、カ
ザーレでの事件を考慮するならば、この山
の要塞がもっていた力強い戦闘機能とも切
り離すことはできない（６）。マッシーノに
対して公爵家がサクロ・モンテ建造を許可
した直後、後述するように、公爵自身の出
資で大プロジェクトに含まれる一つの最も
モニュメンタルな礼拝堂（現V堂）が最初
に建造され、教会堂に対面する最も重要な
場所に配されたことは、後者の理由と無関
係ではないように思われる。
いずれにしても、マッシーノ院長が示し
たプロジェクトでは、巡礼コースに沿って
15 の礼拝堂（1玄義につき 1堂）が予定さ
れていた。そしてそのコースは教会堂から
出発し、森を北東方向に登って山の頂上に
至り、次いで南側の斜面を下って教会堂に
戻るというものであった。しかし実際に具
現されたのはわずかで、現在の第１、第
2、第４、第５、第８、第19、第23堂がそ
れらに当たっている。これらの礼拝堂群の
神学的部分はマッシーノが指揮したが、都
市工学的、建築工学的部分は不詳の技術者
が指揮した。
続いて 1598 年には、当時の修道院長ト
ンマーゾ・ピオラット（在任 1596 年、
1598～1600 年）と彫刻家ジョヴァンニ・
タバッケッティが、ヴァラッロの壮大さを
凌ごうと、マッシーノの 15 の玄義にその
他の重要なエピソードを含めた 40 堂から
なる新プロジェクトを公表した。先行のプ
ロジェクトにおける公爵の参加が、モン
フェッラートの封建領主たちに他の礼拝堂
を支援させるのに役立ったとすれば、この
新しいプロジェクトの壮大さは、地域住民
の参加も必要とするものであった。クレア
の作業場は、地元や他地域の職人（特にル
ガーノの左官や石工）が常住する形で開か
れ、彼らに不断の仕事を提供し、それはモ
ンフェッラートで戦争が始まる 1612 年ま
で続いた。
戦争は、1612年から1698年まで17世紀
一杯続いた。その間、平和時には破壊され
た部分が修復され、建造が再開された。サ
クロ・モンテは幾度となく軍隊や不法侵入
者による破壊に遭い、彫刻は壊され壁画は
掻き消された。礼拝堂は荒廃して崩れ落ち
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たものもあれば、入念に修復されたものも
あった。しかし一度として 40 堂になった
ことはなく、18 世紀初めにはこのサク
ロ・モンテの初期の構想は消え失せてい
た。修道祭式者会士パオロ・アンドレオッ
ツィと国家書記官ジャチント・サレッタに
よるそれぞれ 1683、1711 年の記録（７）によ
れば、この山の小道は、取り壊されてもは
や言及されていない礼拝堂群や山崩れと
いった障害物を明らかに避けながら、蛇行
して進む恰好になっていた。他方で、ジョ
ヴァンニ・スカピッタが描いた 1703 年の
素描には、上述の 2人が言及していない建
物や廃墟の存在が見られる。ゆるやかでは
あるものの、その後もサクロ・モンテの破
壊は続き、18 世紀末のフランス政府によ
る修道会の弾圧に至って著しく加速され
た。そしてその土地と建造物はまるごと国
有地とされた後、今度は多くの私有地に区
分された。また、教会堂の備品はことごと
く剥奪され、修道院や農場も大部分破壊さ
れた。そして山は植林場と化した。
1820 年以降、ようやく修繕の時代に入
り、当時カザーレ司教（1846～67 年）で
あったルイジ・ナザリ・ディ・カラビアー
ナが創設した「ソチエタ・デイ・レスタウ
リ」（修復協会）のお蔭で、クレアの総体
の再建作業が開始された。修道祭式者会士
バヴァと後任の同会員グレゴリオ・クロー
ヴァは、同協会の飽くなき推進者であっ
た。サクロ・モンテ全体や教会堂、修道
院、隣接する農地は買い戻されて寄進さ
れ、カザーレの司教管区資産となった。宗
教儀式は既述のように残った修道院に住み
始めたピエモンテ管区の小さき兄弟会士に
委ねられた。その修道院も現在の形に再建
され、全礼拝堂の修復が開始された。
さらに 1887 年には、この山の「かたつ
むりの道」を「ヴィア・サクラ」に変える
という司教カラビアーナのプロジェクトに
よって特別な刺激も与えられた。このヴィ
ア・サクラの実現のために、礼拝堂内に
あった彫刻群による小劇場の多くが破壊さ
れ、新しい主題に関係する像に交換され
た。しかし同時に打ち捨てられていた礼拝
堂が救われ、多くの古い彫刻や壁画が修復
されもした。
３．サクロ・モンテ・ディ・クレア
の巡礼コースと礼拝堂群並び堂
内装飾
次に、クレアのサクロ・モンテがもつ巡
礼地としての特徴、続いて現在サクロ・モ
ンテを構成している礼拝堂群を中心に、そ
れぞれの礼拝堂の構想者や建造時期、後援
者、またどのような芸術家が礼拝堂装飾に
携わったかを見ていくことにする（表１参
照）。
3-1　サクロ・モンテがもつ巡礼地として
の特徴
サクロ・モンテ・ディ・クレアは、16
世紀末に建造されたその他の類似のサク
ロ・モンテ群と同様に、宗教的変容と黙想
の場として、地域の民衆のためばかりでは
なく、当初の建造費並びにその維持を義務
付けられた富裕な階級をも対象に建造され
た。
16 世紀末に、ミラノの大司教カルロ・
57
関根　浩子：巡礼地クレアとサクロ・モンテの建造・変遷―特に礼拝堂装飾に着目して―
ボッロメーオがミラノからはるばるヴァ
ラッロやトリノ（聖骸布崇敬のため）まで
徒歩で巡礼し、断食や祈りを行って模範を
示したことで、君主や貴族らの競争意識は
真摯な宗教心の表明という形で表面化して
いった。
このような中で、サクロ・モンテ・
ディ・クレアが、元来は車の接近が不可能
な交通の不便な場所に建造されたことは偶
然ではない。マドンニーナの平原からフォ
ルネッリオを経て徒歩で山頂まで至る困難
な登山は、巡礼者の心を世間の喧騒から遠
ざけるのに必要であり、また、最初の礼拝
堂に湧き出る水が浄化と歩みの糧の両方の
役割を負っていたことは明らかである。礼
拝堂群が建造される前に修道院長マッシー
ノが出版した 1590 年の既掲の案内書は、
教養ある読者に向けた信仰を深めるための
サクロ・モンテの利用上の手引きを含んで
おり、聖なる玄義の森の中の曲がりくねっ
た険しい細道に沿って、山の頂上の
「天
パラディーゾ
国」の礼拝堂まで読者を誘ってい
る。
以下、巡礼の行程（図 5）を見ていく
が、コースはこの巡礼地の歴史に関係する
聖エウセビウスの礼拝堂から始まってい
る。
3-2  礼拝堂の建造と堂内装飾
Ｉ堂「聖エウセビウスの殉教」
I堂は変則の礼拝堂（図６）であり、サ
クロ・モンテ創設直後に建造された。そこ
には天然の泉が湧き登山者の休憩所となっ
ていたが、その泉は研究者によって、礼拝
コースの礼拝堂群の建造やサンタ・マリア
教会堂の創設に先行する山の聖化の源と捉
え直されている。かなり大きい礼拝堂であ
るのは、それが三つの役割を帯びていたか
らである。ヴェルチェッリの最初の司教の
殉教場面を示す四角い空間は上階の床面よ
り低い位置（かつては井戸）に設けられ、
２階式の回廊がそれに横付けされた恰好で
あった。現在閉鎖されている下階は休憩所
として建てられたもので、壁 2面に石製の
椅子が置かれていた。また、道路側が開い
ている回廊は神秘の泉（19 世紀初めまで
岩から泉が湧出）を取り囲んでいた。上階
の回廊にも 19 世紀の改築時のセメントに
よる痕跡が見られるが、現在まで残った 4
つの柱頭と石製の基部は 15 世紀半ばのも
のである。背後にある上述の四角い部屋の
彫刻と絵画による豊かな装飾、並びに礼拝
堂は、アリウス主義者の石打によるエウセ
ビウスの殉教を記念するため、16 世紀の
最後の 10 年間にヴェルチェッリのコムー
ネが資金を注いで完成させたものである。
壁画の作者はグリエルモ・カッチャ（以下
通称の「モンカルヴォ」を使用）、テラ
コッタ像はジョヴァンニ・デ・ウェスパン
（通称タバケッティ）にアトリビュートさ
れている。この場面の表現は、ヴァラッロ
のガウデンツィオの作品を手本としてお
り、壁画による平面の人物像と立体による
三次元の人物像とが効果的に融合されてい
る。また、ヴァラッロでもそうであったよ
うに、場面は当世風、つまり人物の衣装は
4世紀のそれではなく、16 世紀当時のヴェ
ルチェッリの現実を示唆している。
16 世紀に G. タバケッティが制作したテ
ラコッタ像は断片化され、1859 年にジュ
58 崇城大学芸術学部研究紀要　第 13 号
ゼッペ・ラティーニ神父、1935 年にカ
ザーレ出身の彫刻家グイド・カプラによっ
て修復、補完がなされた。壁画も、良好な
箇所は剥がされ、幾度も塗り直しや補筆が
なされたが、ヴェルチェッリの都市の表現
は識別可能である。再建されたヴォールト
には何も描かれていない。
1815 年、1859～65 年、1903 年、1933～
35 年に大規模な修復が実施された。しか
し 1977 年には蛮行によって多くのテラ
コッタ像がバラバラにされた。1979 年に
は扉、1980～1981 年には外部の排水や窓
の修復、壁画の修復が行われた。
II堂「聖エウセビウスの休息」
Ｉ堂の後、上り坂に沿って進んでいく
と、右側に、森に通じる上りの細道の端が
目に入る。この細道は司教エウセビウスが
石を割って開いた当初の苦行の名残を留め
る険しい浄化の道であるが、II堂はまさに
この細道の登り口付近にある。同堂は、
1590 年にマッシーノが信徒への休憩所の
提供と、ここに聖母像を齎して 370 年小礼
拝堂を建てた聖エウセビウスの歩みの軌跡
を信徒に回想させることを目的に建造され
た。そしてタバケッティ兄弟による彫刻と
モンカルヴォ（あるいはジョルジョ・アル
ベリーニ）による壁画で堂内が装飾され
た。1612 年にはこの道は一度に一人しか
通れないほど狭く、また前方にポーチが確
認されていた。しかし、この古い礼拝堂は
19 世紀半ばには荒れ果て、同世紀末に基
礎から再建されてラティーニ神父による新
しい彫刻像とマルティーニ・ディ・ロベッ
ラによる壁画で装飾し直された。その際、
タバケッティ兄弟とモンカルヴォあるいは
アルベリーニが当初展開した聖エウセビウ
スの休息の主題が再び採用されたが、幾つ
か変更もなされた。建築は全体的に古い構
造を維持してはいるが、採光は限定され
ポーチも失われた。
同堂は 1860～66 年に修道院長ジュニ
ペーロから譲渡され屋根やラティーニによ
る彫刻、マルティーニの壁画が手直しされ
たが、ポーチは再建されなかった。1951
年には同堂に至るための細道が拡張され
た。土塁や屋根、外壁の漆喰の修繕、床や
入口の扉の交換、壁画と彫刻の修復は
1981年に実施された。
III堂「予示されたマリア」
　　 （当初はアダムとエバの創造）
巡礼の道は元来、II堂から直接巡礼聖堂
に通じていたが、サクロ・モンテ着工後間
もなく荷車や自動車用の近代的な道が建設
された。この後者の道を進むと、右側に司
令塔のように配された円形プランの III堂
の麓に至る。この礼拝堂は旧約で予示され
たマリアに献堂されているが、その献堂は
近代のことで、かつての主題は「アダムと
エバの創造」であった。同堂の建造は、16
世紀末頃、モンカルヴォの共同体が費用を
負担したが、その布施ではまったく足り
ず、長いこと未完のままであった。最終的
に、城の新しい監督者で隊長でもあった
ジョルジョ・テナーリアが罰を受けて同地
に送られた際、過去の過ちを償って再び公
爵の寵愛を得、また住民の同情を得よう
と、1630 年頃私費を投じてこの礼拝堂の
建設と堂内装飾を完成させた。因みに、堂
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内のアダムとエバの創造の場面の背景には
騎乗のテナーリア像も表現されており、完
成以来、彼の名で知られるようになった。
テナーリア隊長のこの礼拝堂も、完全な放
置の後、1864 年に正規修道祭式者会員
ゴーリア・ディ・ポンテストゥーラが購入
するところとなって献堂名が変えられ、フ
ランチェスコ・ボッキの設計で改築され
た。また、彫刻と絵画による堂内装飾も改
めて行われた。同作業時に無原罪の御宿り
の石膏像の祭壇の両側に 6体の預言者像も
配されたが、それらはモッラ・ディ・グ
ラッツァーノによる 19 世紀の最後の 20 年
間の作品である。
IV堂「聖アンナのマリア懐妊」
この IV堂をもって山上への到着が告げ
られる。この礼拝堂（図7）は1598年の内
に建造された初期の礼拝堂群のうちのひと
つで、屋根に２つの明り窓と前方に小ポー
チがついていたが、それらは現在は失われ
ている。
IV堂は、他の礼拝堂群とは異なり、ひ
とりの寡婦が幼い息子の運命を聖母に委ね
るために建造資金を提供したものであっ
た。彼女はサルティラーナの伯爵夫人で、
自身の憂慮を礼拝堂の中央の 3体、つまり
左側に彼女自身、右側に故人の夫と息子の
像に固定させた。これらの像のうち、伯爵
夫妻像は祭壇の方を向き、子供の像は観者
ないしは未来を見つめている。同堂の主題
の図像は、奥の祭壇とクーポラの壁画に展
開されている。祭壇は、浅浮彫の彩色テラ
コッタで制作されたこのジャンルにおける
数少ない優れた現存作例のひとつである。
聖なる場面を囲む額縁は、意匠の点でも彩
色の点でも同時代のロンバルディアの木製
祭壇を模しており、地図の額縁と同様、中
央の場面に関係する土地や建造物を示して
もいる。例えば、下方に見えるのはサン
ト・セポルクロのクーポラが聳えるエルサ
レムの眺めで、高所には天球を示す太陽と
月が表現され、その天界から神の手が伸び
て 4人の人物を祝福している。これらが表
現しているのは、同堂の献堂対象であるミ
ステーロ、すなわちエルサレムの金門での
ヨアキムとアンナの出会い、そしてアンナ
によるマリアの懐胎である。
彫刻像も 1598 年に制作され、作者は
ジョヴァンニ・タバケッティが想定されて
いる。また、1598 年当初の壁画はモンカ
ルヴォによって描かれたものであったが、
それらのうち現在まで残っているのはドラ
ムとクーポラ部分、そして 1992 年夏に祭
壇の背後に発見された森の風景のみであ
る。
1756 年、1815 年には、同堂の後援者で
あったガッティナーラ家の費用で一貫した
工事が実施され、1815 年の工事では壁面
のオリジナルの装飾は一部ピエル・ジュ
ゼッペ・チーマによる絵画に変えられ、彫
刻も修復された。1982 年には屋根、1983
年には発注者の群像が修復され、新しい扉
も付けられた。1992 年には堂内の漆喰が
取り除かれ、扉と木製格子のメンテナンス
も実施された。
V堂「マリアの誕生」
この礼拝堂（図 8）は、「マリアの誕
生」に献堂されてはいるが、実際にはマン
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トヴァとモンフェッラート公国（1574～
1708 年）の公爵となったヴィンチェン
ツォ・ゴンザーガ（在位 1587～1612 年）
が、同地に対するゴンザーガ家の支配（モ
ンフェッラートのパレオロゴ家時代の侯爵
やゴンザーガ家はこの巡礼地に対する布教
保護権保持者でもあった）と、同家のイニ
シアティブへの賛同の印として、1593 年
の内に建造させたものであった。ゴンザー
ガ公はこの仕事によって封建領主や公国の
諸共同体に手本を示し、マッシーノが示し
た礼拝プロジェクト全体の実現のために資
金を提供させようとしたのである。
この「公爵の礼拝堂」は、1589 年にお
けるサクロ・モンテ創設の直後に開始さ
れ、最初に完成された。同堂は形態や面
積、また諸々のマリアの祝祭日に多くの信
徒を収容しなければならなかった広場を挟
んで教会堂と向かい合うという特権的な位
置の点で最も重要な礼拝堂であった。
この建物は、前方に階段が付けられ、堂
内は 2つの空間に分けられている。最初の
部屋は正方形で、屋根に高いドラムに支え
られた八角形のクーポラと小さなランタン
が載っている。2番目の部屋は矩形で、ま
さに劇場の舞台のように構成されている。
マリアの誕生の場面は祭壇背後の高い壇上
で展開されている。この設計は、モン
フェッラート公爵のお抱え技師ジョヴァン
ニ・フランチェスコ・バロニーノによるも
ので、あまり注目されてはいないものの、
その質は高く、サクロ・モンテ全体の設計
者を彼に帰す指摘もある。
彫刻群は、メルキオーレ・デンリーコと
クリストフォロ・プレスティナーリといっ
た、当時ヴァラッロやミラノ大聖堂の現場
で活躍していたロンバルディア地方の彫刻
家が 1593 年に制作したものである。一
方、壁画と彫刻の彩色は、近年評価される
に至ったモンカルヴォが同年に手掛けたも
のである。
修復作業の経費を負担したのは支配者一
族で、最初はゴンザーガ家、1717 年には
代わってサヴォイア家が修復を実施した。
1636 年にポーチが建造された後、クーポ
ラの上方部分（1681 年）とそれに対応す
る壁画が制作し直された。室内の壁面装飾
とモンカルヴォが描いた旧約の場面は、
1683 年にヴェーリア・ディ・アスティに
よって制作し直された。
大理石の祭壇は 1859 年、階段は 20 世紀
のものである。また当初の群像の配置を留
めているのは一部にすぎない。というの
も、1920 年代の工事で背景が新しくされ
た際、幾体かが置き換えられたからであ
る。1981 年には屋根と軒、小クーポラが
修繕された。1989 年には壁画、1992 年に
は祭壇、窓枠が修復された。
VI堂「マリアの神殿奉献」
「公爵の礼拝堂」の右側から、ラテラノ
修道祭式者会の最後の院長ヴィンチェン
ツォ・ベルべリス（1790～98 年）が手掛
けた「環状道路」が始まるが、ここで出会
う最初の礼拝堂がVI堂（図9）である。
同堂は「マリアの神殿奉献」に献じら
れ、早くも 1598 年には建造されて、マン
トヴァのダルコ家（17 世紀初めにモン
フェッラートの長官を幾人か輩出）の援助
を受けていた。そして堂内には当初タバ
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ケッティ兄弟（ジョヴァンニとニコラ）に
帰される彫刻が配され、モンカルヴォに
よって壁画も描かれていた。しかし、1814
年に修復が行われ、この機会に古い彫刻が
ヴァラッロ・ディ・モンカルヴォの現在の
作品と交換された。また 1845～64 年にか
けて、この礼拝堂はコミッシオーネ・レス
タウリによって修繕され、その際下方の壁
画が塗り直され、祭壇も簡素化された。
1983 年には壁画と彫刻が修復され、1987
年には外部に排水設備が敷かれた。また
1992年には外壁の漆喰が除去された。
現在の礼拝堂は、外観は八角形、内部は
円形となっている。またクーポラと壁体
は、彫刻が現出する場面の空間を暗示する
ため壁画で覆われている。壁体に描かれた
エルサレムの神殿の中庭を示唆する 2本 1
組の柱と格間天上のある環状アーケード
は、基部から父なる神と雲間に小天使が住
む天空へと巡礼者を誘っている。そして
17 世紀の衣装を身に付けたロンバルディ
アの地方画家の手になる壁画の人物たちの
前方に、上述のヴァラッロ・ディ・モンカ
ルヴォが制作した司祭や幼いマリア、聖ヨ
アキム、聖アンナの彫刻像が配されてい
る。
　
VII堂「マリアの結婚」
この礼拝堂（図 10）は伝統的に、カン
ディア・ロメッリーナの住民らの資金で
16 世紀末に建造されたと見做されている
（８）。岸壁の狭い整地上に建つこの礼拝堂
は、両側に小さな内陣を備えており、19
世紀までは前方に前室があった。
堂内には壁画による優美な建築表現が現
存しており、主要な建築空間と二次的な建
築空間、また示唆的な建築空間が美しい旋
律を奏でている。上方は、アルベリーニと
その他のモンカルヴォ周辺（９）の画家が 16
世紀末に描いた父なる神と天使が住む定型
のクーポラになっている。下方のアーキ
ヴォールトの下では、貝装飾と巻紙装飾が
井戸の傍らに立つエレアザルとレベッカを
表現した華麗なテラコッタの祭壇を縁取っ
ている。この祭壇は、Ⅳ堂の祭壇を制作し
たロンバルディアの作家の手になる。ま
た、塑像群にはこのミステーロに関係する
幾つかの場面（ヨセフの選出や苛立って膝
で棒を折る落選者、司祭を前にした真の典
礼の瞬間、婚礼の祝宴に招かれた歌人の一
群）が統合されている。
壁画の前に配された彫刻群は、同様に、
タバッケッティ兄弟かプレスティナーリ兄
弟に帰される 16 世紀末の作品であった
が、中央の 3体の一部と他の全ての人物像
の下方部分は、19 世紀半ば頃にラティー
ニ神父によって作り直されている。
19 世紀半ばのクローヴァの修復信徒会
による全体的な修復に続いて、記録には残
されていないその他の修復も行われた。近
年では、1979～80 年に修道院長ブルネッ
ティにより、彫刻の矯正と壁画の洗浄が実
施された。
VIII堂「受胎告知」
巡礼路の奥で直方体のような姿を見せて
いるこの礼拝堂（図 11）は、1592 年に建
造が決定されたものの、その工事と堂内装
飾はアレッサンドリアの共同体の費用で
1594～1599 年に実施された。同堂も 1853
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年以降、前室を失った。　
内部空間は角が丸みを帯びており、そこ
に彫刻と壁画が適切に位置付けられてい
る。同堂の主題は、天使と跪くマリアのわ
ずか 2体と、西壁に添えられた鳩（聖霊）
によって表現されている。そして他の壁面
には、マリアの勇気に対応する旧約の予
型、すなわち祭壇の浮彫にホロフェルネス
を殺害するユーディットの無謀さ、東壁に
クセルクセスを前にユダヤの民を守るエス
テルの勇気が絵画で表現されている。ユダ
ヤ教徒とキリスト教徒の救済者である 3人
が創造主の意図に組み込まれていること
は、祭壇の上方に父なる神や天使、奏楽者
が配され、四隅の壁龕中の福音書記者らが
それらの出来事を歴史に記していることか
らも分かる。
同堂では、他の土地以上に、16 世紀末
のサクロ・モンテ群の職人として知られる
芸術家たちの総合的な仕事の成果が見られ
る。雲間に天使のいる定型のヴォールトは
カザーレ出身のアルベリーニに帰される
が、壁面の壁画はイル・フィアミンギーノ
（ミラノ出身のジョヴァンニ・バッティス
タ・デッラ・ローヴェレ）の作品とされ
る。彫刻の制作者は議論の対象となってい
るが、一般には、父なる神と奏楽の天使が
ジョヴァンニ・タバケッティ、天使像と聖
母像がニコラ・タバケッティ、4人の福音
書記者がデンリーコ兄弟のうちのいずれ
か、そして祭壇（美しい人像柱は IV堂と
VII堂の祭壇を偲ばせる）が不詳の彫刻家
に帰されている。因みに祭壇のユーディッ
トとアブラの頭部は 1853 年頃にラティー
ニ神父によって作り直されている。
管理は 18 世紀末までアレッサンドリア
の共同体が行い、1853 年にはアレッサン
ドリア出身のグロペッロが修復を行った。
1859 年以降は修復委員会が管理するコ
ミッシオーネ・レスタウリの管理下に入っ
た。その他の修復は、1890 年（ビストル
フィ？）と 1917 年（絵画的補筆）に記録
がある。1981～83 年には、扉や格子、絵
画、彫刻の修復、外部の漆喰と正面の床の
修繕が行われた。
IX堂「マリアのエリサベツ訪問」
IX堂は、森への上り始めに出くわす最
初の礼拝堂（図 12）であるが、エリサベ
ツが住むアイン・カレムがエルサレムへ通
じる隊商路上の地形的に類似した位置にあ
るため、この場所の選択は偶然ではない可
能性もある。
当時モンフェッラートの支配者であった
ファビオ・ゴンザーガ公爵の費用で 1598
年に着工されたため、同堂は修道院長マッ
シーノの当初の計画中に含まれていたと考
えられる。礼拝堂のプランは正方形で、か
つては前室が付き、全体的にジョヴァン
ニ・タバケッティ（10）の彫刻とモンカル
ヴォのフレスコ技法による壁画で装飾さ
れ、ヨセフとザカリアの見守る中でのマリ
アと従姉のエリサベツとの邂逅が表現され
ていた。
しかし壁画の方は、17 世紀末に A. 
ヴェーリア・ディ・アスティによって一部
描き直され、モンカルヴォのオリジナルの
部分はヴォールトの低層に残るにすぎな
い。また、彫刻群も 18 世紀に革命によっ
て大きな被害（1850 年（11）までは床上に残
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骸が残っていた）を被り、1859 年にはこ
の礼拝堂は彫刻を欠いて「がらん堂」に
なってしまった。その後コッミシオーネ・
レスタウリがそれを再構築し、1866 年（12）
までにラティーニ修道院長が制作した新し
い彫刻像を再設置した。　
1886 年には、パオロ・マッジ・ディ・
サンナッザーロ・デ・ブルゴンディがフラ
ンチェスコ・ニコラの新しい枠取りの中に
再び壁画を手掛けた。続いて山の再建者で
ある修道祭式者会士グレゴリオ・クロー
ヴァ（1879 年没）修道院長と後任のジュ
ゼッペ・ブッシ（1888 年没）修道院長の
墓が同堂に設けられた。さらに 1934 年に
は建物と彫刻が修復され、1979 年には土
塁や屋根、排水、漆喰、扉が作り直され
た。近年では 1984 年に絵画が修復され、
1989 年にも彫刻並びに床、床木の修繕が
行われた。
X堂「イエスの誕生」
　　（当初は「聖ヨセフの夢」）　
X堂は、17世紀初めにガスパルドーネ・
ディ・カザーレ家のオノーリオとアントニ
オ兄弟の出資で建造され、1969 年までは
あったポーチは今は失われているが、当初
の矩形プランのままで、現在の堂内のグ
ロッタの背後の奥壁に半円形の壁龕がひと
つ付いている。同堂は元来、「聖ヨセフの
夢」に献堂されていたもので、18 世紀ま
ではタバケッティのわずか 3体の彫刻とモ
ンカルヴォの壁画によって同ミステーロが
表現されていた。しかし 1817 年には、
ポーチ上のファサードの壁画装飾だけが記
録に留められているにすぎなくなってい
た。
1862 年以降は、この礼拝堂を３番目の
喜びの玄義である「イエスの誕生」に変え
ることを意図した司教カラビアーナの構想
に基づいて、修道院長クローヴァと後任の
ブッシの指揮下で、現在の献堂名に変えら
れ、堂内の木と藁の小屋の中にはラティー
ニ神父が新主題に合わせて制作した彫刻が
配された。因みに現存する初期の壁画のう
ち、剥がされたエリトレアのシュビラとマ
ントーネの聖ベルナルドの部分は現在教会
堂内のサンタ・マリア・マッダレーナ礼拝
堂内にある。
続いて 1890～1902 年の間に、小屋の代
わりに岩を穿ったグロッタがつくられ、フ
ランチェスコ・ニコラとパオロ・マッジが
描いたベツレヘムの町を背景として、ブ
リッラとデ・デイが追加で制作したその他
の彫刻も配された。
1970 年には壁体、また 1980 年には彫刻
がそれぞれ矯正、修復された。
XI堂「イエスの神殿奉献」
　　　（当初は「キリストの誕生」）
この礼拝堂（図 13）は、アルタヴィッ
ラの司祭ポンポニオ・ビリアーニの費用で
1598 年までに建造されており、マッシー
ノ修道院長の計画に従って具現された限ら
れた礼拝堂に属していた。礼拝堂は前廊の
付いた矩形プランで、現在は閉じられてい
るものの、奥壁は祭室となっていた。そし
て元来は「キリストの誕生」に献堂され、
タバケッティ兄弟の彫刻を備え、祭室上に
モンカルヴォの手になる小屋が表現されて
いた。
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その後 19 世紀半ばには、同堂は放置さ
れた状態となっており、彫刻はなく、壁画
も掻き落とされていた。そして 1886 年（13）
には司教カラビアーナが新しいヴィア・サ
クラに適応させるべく、同堂を第 4の喜び
の玄義「キリストの神殿奉献」に改変し
た。フランチェスコ・ニコラの手になる建
築と神殿の扉の描写の前で、アントニオ・
ブリッラが制作し直した彫刻像の司祭シメ
オンと預言者アンナが割礼の儀式のためキ
リストを受け取っている。因みにシメオン
像には作者自身の面影が反映されていると
される。また前景では、割礼の儀式時に納
める鳩を手にしたラティーニ神父制作のヨ
セフ像とマリア像が奉納者のようなポーズ
をとっている。ヴォールトの天使と壁体の
人物像はアルベリーニの手を思わせるが、
マッジによって完全に描き直されたもので
ある。また、壁体の装飾や建築描写はフラ
ンチェスコ・ニコラの手になる。
1937 年に彫刻の補強、次いで 1979 年に
礼拝堂の修繕が行われた。
XII堂「神殿での博士たちとの問答」
　　　（当初は「羊飼いの礼拝」？）
XI堂の後、巡礼コースはカルデローナ
の古い居住地域であった平坦な地区に至
り、矩形プランの、XII堂に至る。この細
道は過去には XII、XIII堂の東側の、これ
ら 2堂とこの地域の要塞の間を走っていた
が、19世紀に2堂のファサードは西側に置
かれ、それぞれの前方に小ポーチが付けら
れた。この礼拝堂は 19 世紀半ばには壁体
しか残っておらず、元来は別の主題「羊飼
いたちの礼拝」に献堂されていた可能性が
指摘されている。
1881 年には重い病の床から回復したカ
ラビアーナ司教の願いで、ここに新たに 5
番目の喜びの玄義である「神殿での博士た
ちとの問答」を表現するため礼拝堂が建造
された。そしてサヴォーナ出身のブリッラ
の彫刻と、先行の場面のうち残っていた 2
体の彫刻が統合された。諸像の背後にはア
ゴスティーノ・カイローニによって遠近法
で効果的に建築も描かれた。
1932 年にはあまり厳密ではない修復が
行われ、1935 年には蛮行によって壊され
た彫刻の補強が、G. カプラによって実施
された。建物の修復と扉のメンテナンスは
それぞれ1979年、1986年に行われた。
XIII堂　ゲツセマネの園での祈り
　　　（当初は「12人のシビュラ」）
この矩形プランの礼拝堂は修道院の費用
で建造され、当初はシビュラたちに献堂さ
れ、入口も現在壁になっている東側にあっ
た。そして堂内には、マリアにキリストの
誕生を預言する箇所が開かれた本を手にす
る 12 人のシビュラが表現されるととも
に、中央には異教の偶像が置かれ、上方に
はティブルのシビュラの預言を受けた皇帝
から崇敬される聖母が浮彫で表現されてい
た。
しかし、この礼拝堂もカラビアーナ司教
によるヴィア・サクラ計画によって 1887
年にかなり変形され、ブリッラの彫刻とカ
イローニの壁画で新たに装飾された。夜の
場面の主人公は跪くキリストと天使であ
り、これらに森の樹木と背景のエルサレム
の町、弟子たちが眠りこけている場所に到
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着した松明を持つユダと兵士が添えられて
いる。
1982 年に厳密さを欠く壁作り作業が行
われた後、1986年に扉が修復された。
XIV堂　笞刑
　　　（当初の主題は不詳）
17世紀の巡礼コースは、XIII堂の先の森
の中にある石標の辺りから、かなり前に失
われた 2つの礼拝堂（「シビュラたち」と
「キリストの洗礼」）を抜けて頂上にある
天国の礼拝堂へ向かっていたが、近代の巡
礼コースは笞刑に捧げられた XIV堂の方
に下っている。
XIV堂は、19 世紀に新たに建造された
ものと考えられてきたが、背後の描き絵に
よる壁龕上方のヴォールトの接合部にモン
カルヴォの神と天使像が見出されたため、
少なくとも建物に関してはサクロ・モンテ
の初期に遡ることが明らかとなった。そし
て同堂を失われた「キリストの洗礼」の礼
拝堂と見做す者は多いが、確実な証拠はな
く、詳細は依然として不詳である。　　　
いずれにしても現在の同堂の主題は、カ
ラビアーナ司教が望んだヴィア・サクラの
2番目の苦しみの玄義「笞刑」となってい
る。堂内の6体の彫刻は1886年にブリッラ
が制作（背中を向けた人物は、損壊した像
の代わりに G. カプラが 1935 年に制作）し
始めたものであるが、1887 年になっても
彩色はまだ完了されていなかった。壁画
は、フランチェスコ・ニコラが建築的部
分、ベルガモ出身のポンツィアーノ・ロ
ヴェリーニが人物像を担当して完成させ
た。
1979 年に建物の修繕作業が開始される
一方、1992 年には床と塑像群が修復され
た。
XV堂　荊冠
　　　（当初は「聖家族のエジプトからの
帰還」）
XV堂（図15）は、1605～1609年に、奇
跡的に溺死を免れたパヴィーアの貴族アル
フォンソ・ダ・コルテのエックス・ヴォー
トとして建造されたもので、楕円形プラン
と小ランタンの付いたクーポラの屋根、前
方のポーチといった最古の礼拝堂群に特徴
的な要素を備えている。従って建物は全体
的にオリジナル（ポーチは 1886 年に改
築）であるに違いない。そして堂内には当
初、4体の彫刻と背後の壁体の後陣部分に
集中して描かれた風景によって、「聖家族
のエジプトからの帰還」が表現されてい
た。しかしこの場面は 1886 年の改築以
降、1991 年の再発見まで塗り込められて
いた。
現在見られる「荊冠」の場面は、1886
年にブリッラが制作した彫刻と、同年にニ
コラが描いた建築的透視図法による定型の
背景画によって表現されている。表現主義
的なブリッラの彫刻群は、その後湿気に
よって著しくダメージを受け、1935 年に
カプラによる修復を受けた。
1953 年には蛮行に対する修繕が実施さ
れた、1971 年には外部の溝が修繕された。
1991～1992 年にも壁画と彫刻、床が修
復、修繕された。
XVI堂「カルヴァリオへの道行き」
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この礼拝堂（図 16）は、ヴィッラノー
ヴァの伯爵夫人エレオノーラ・ロッジェー
リの費用、C. カゼッリの設計で、1887～
1889 年に新たに建造され、「カルヴァリオ
への道行き」（4番目の苦しみの玄義）に
献堂されたもので、屋根には小さなランタ
ンが載り、前方には革新的な３スパンの前
室が付いている。そして堂内には、ゆった
りとした空間の長辺に沿って、カザーレの
レオナルド・ビストルフィが構想した列を
なす絶望した多くの人々の彫刻像による透
視図法的表現が展開されている。新築もし
くは改築された礼拝堂群の中で、この礼拝
堂は、芸術性の高さとかなり異なった視覚
概念に基づく構想の点で際立っている。他
の礼拝堂では、聖なる場面は観者を巻き込
むが、ここでは象徴的空間が完全に踏台と
祭壇の背後にあるため、観者は排除され
る。凝った色彩と幾何学的構図による壁画
装飾はジョヴァンニ・グラッシによるもの
である。また、この礼拝堂は最古の礼拝堂
の彫刻群とは異なり、制作者が同定できる
点でも特異である。つまりアリマタヤのヨ
セフ像はビストルフィ自身、岩にもたれか
かった女性像は彼の妻、岩に腰かけた少年
像は彼の息子、そしてローマ兵の背後に配
されている人物像は左官のメルレッティの
肖像となっているのである。
1969 年に建築の修繕、1980 年に溝と外
部の漆喰の修繕が実施された。また 1981
～1982 年には扉の修復、並びに彫刻と壁
画の洗浄、補強が行われた。
XVII堂「カナの婚宴」
この区間の巡礼コース中では、同堂は
17 世紀の最初の数十年間に制作された当
初の装飾と配列を留める唯一の礼拝堂（図
17）で、プランは方形で前廊を備えてい
る。扱われている主題の制作は、16 世紀
の最後の 10 年間に遡るが、彫刻群の複雑
さが原因で着手が遅れ、完成はさらに遅れ
た。
礼拝堂の建設費用については、モン
フェッラートの封土家たちに委ねるとする
ラテラノ修道祭式者会士らの 16 世紀末の
証言が残されているが、結局カザーレの伯
爵トライアーノ・コルバ一人の負担で建造
された。しかし同堂の後援者は、その後ポ
ルタ－バヴァ・ディ・モンテウ・ダ・ポ、
次いでブロンデッリ・ディ・ブロンデッロ
へと移っていく。
当初の壁画はモンカルヴォかアルベリー
ニ、彫刻はタバケッティ兄弟によって制作
されたが、彫刻の一部はあまり芸術的才能
のない他の作家によっても制作されてい
る。従って装飾作業は、ジョヴァンニ・タ
バケッティがクレアを去る 1605 年以前に
開始されたものの、それ以後も続いていた
と推測され、それはコルバ家が 1623 年に
残した同堂のその他の彫刻と金彩色に関す
る信頼に足る証言からも裏付けられる。
母親の希望でキリストが水を葡萄酒に変
えた婚宴の様子は、17 世紀のモンフェッ
ラートの 2人の貴族の婚礼（14）として、当
時の衣装と当時の慣習に従って高価な布で
壁を豊かに「装飾した」部屋の内部に示さ
れている。因みにテーブルの右端の 2人の
男性像は、制作者タバケッティ兄弟自身の
肖像彫刻とされている。食器棚や水差し、
大きな甕なども 16 世紀末当時のものを再
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現している。18 世紀中頃に幾体かの彫刻
が作り直されたが、特にキリストとマリア
の胸像部分は凡庸な彫刻家ヴァラッロ・
ディ・モンカルヴォによってこの時制作し
直されたものである。特に像の下方部分は
湿気が原因で早くも 19 世紀に取り壊され
ている。
祭壇や食堂、前景のテーブルクロスの
レースは 20 世紀初めの修復の産物である。
奥壁の 2天使をあしらった柱と柱の間の彩
色テラコッタによるイコンには、透視図法
で描かれた建築を背景に高浮彫で、息子が
帰還した際にトビアとサラが催した祝宴が
表現されている。さらにヴォールトの巻紙
装飾間の 4つのメダイ内のその他の旧約聖
書の祝宴もメインの祝宴と反響し合ってい
る。
1930～1979 年にも幾体かの彫刻が全体
的に作り直された。また壁画も同時期に塗
り直され接合された。1992 年には将来の
修復を見据えた彫刻と壁画の現状調査・分
析が実施された。
XVIII堂「磔刑」
（当初は「聖ヨセフの昇天」）
山の西面の巡礼コースは XVIII堂（図
18）で締め括られる。この XVIII堂に関す
る最古の証言はジョヴァンニ・バッティス
タ・スカピッタの景観図（1714 年）が提
供してくれる。しかし 17、18 世紀の案内
書（15）の記述中に同堂は含まれていないた
め、18 世紀にはこの礼拝堂は既に放置さ
れていたに違いない。いずれにしても同堂
の主題は、1817 年のチーマ（16）による記述
等によれば、当初は「聖ヨセフの昇天」で
あり、寝台に横たわった聖ヨセフの傍らに
イエスとマリアが配され、高所には父なる
神と天使、雲が表現されていた。
1887 年に修道祭式者会士ブッシはこの
建物を修復させ、前廊を西に置き、5番目
の苦しみの玄義「磔刑」に関係する新しい
室内装飾を設えさせた。そしてブリッラに
カルヴァリオ上に置く彫刻群（1887～1888
年）、また、カイローニ（17）にキリストの死
によってエルサレムの上方で暗くなった天
や、十字架の背後の赤い光とエルサレムの
神殿に当たる稲光の黄色い光線からなる背
景のフレスコ画を依頼した。十字架の下に
はマグダラのマリア、左にはマリアと敬虔
な婦人、キリストと 2人の盗人のうちの 1
人との間に伝統的な「デーシス」の配列に
従って聖ヨハネ、そして右側にアリマタア
のヨセフが配されている。なお、「善き盗
人」像は 1935 年にカプラによって作り直
されたものである。
1953 年には蛮行によって壊された彫刻
の修復がカプラによって実施された。1979
年には建物の補強、1980 年には屋根の改
築が行われた。
XIX堂「キリストの復活」
（当初は「十字架降下」）
XVIII堂から先は、細道は上りとなり、
セメントと大理石をたたき合わせて 1940
年代に敷かれた舗床が XIX堂の小広場ま
で訪問者を誘っている。現在の礼拝堂は、
改築の産物である変則的な二重のファサー
ドをもっているが、正規の資格で地位につ
いた最も権威あるモンフェッラートの封権
領主の一人、グイド・ビアンドラーテ・
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ディ・サン・ジョルジョの資金で 1598 年
までに建造されたものであった。そして堂
内には、タバケッティが制作した膝にイエ
スを抱いた聖母と、2人の傍らにアリマタ
ヤのヨセフとニコデモ、少し離れた所に敬
虔な婦人たちとヨハネ像が置かれていた。
また壁にはカルヴァリオへ上るイエスもし
くは卒倒の聖母、アーチ上には２人の預言
者、アプシスには３本の十字架が描かれて
いた。この建物には、その他、南側に前廊
が付き、東側にもジョヴァンニ・バッティ
スタ・ダ・ルッカ神父が建てたイエスの墓
と聖母を表現した小部屋が付いていた。
グイド・ビアンドラーテの子孫は、1680
年にも、戦争による破壊箇所を修繕するた
め、同堂に多額の資金を提供している。こ
の建物の上層はおそらくこの時に造られた
と考えられ、2つになったヴォールトは現
在ファザードからも識別可能である。
1888 年から 1892 年にかけては、前廊と
東側の小部屋が取り去られ、建物の主要部
分が修復された。そして新しい主題である
「キリストの復活」の図像のために、彫刻
と壁画が制作し直された。彫刻はブリッ
ラ、下層の 3つのスペッキアトゥーラの壁
画はルイジ・モルガーリの作品である。よ
り古い壁画は、ヴォールトや壁の下部、モ
ルガーリが描いたファサード裏の壁面の内
層に残っている。この玄義の中心人物であ
る復活したキリストは、彫刻としては表現
されておらず、敬虔な婦人たちと天使だけ
が悲しげに中央の空の石棺を見つめてい
る。しかし復活したキリストの姿は、時間
的に先に起こった事として右壁に描かれて
いる。因みに左壁には、ガラリア湖で会話
中のイエスが予型として表現されている。
1980 年には屋根や外壁の漆喰が修繕さ
れた。また、1985 年には彫刻と絵画が修
復され、舗床の整備も進められた。1992
年には壁体の装飾も修復された。
XX堂「キリストの昇天」
再び上りの細道を進み、カルデローナの
古い城門の敷居を跨ぐと、キリストの昇天
に献じられた XX堂に至る。それは小さな
円堂で、半球形のクーポラが載っている
が、建造年代は不詳である。また建造費の
負担者についても、リヴォルノ・フェッ
ラーリス村とする記述やカザーレのマグ
レッリ伯爵家とする記述、あるいは後者が
前者を引き継いだとする見解がある（18）。
同堂は放置によるダメージが大きく、19
世紀初めには壁体しか残っていなかった。
そこで修道祭式者会士の指揮下で、1888
年にマッジによって壁体に壁画が描かれ、
1889 年にはブリッラによって新し彫刻が
制作、設置された。しかし現在の 12 体の
彫刻のうち、ブリッラの作品はおそらく 2
体（マリア像と貝殻を付けた巡礼者もしく
は聖ロッコ）だけで、その他の像は 1921
年の修復時に修道士エルゼアリオ（あるい
はエルグラヴィオ）によって修繕されるか
一部作り直されている。
壁体自体は 1911 年に修繕され、1953 年
には蛮行による被害に対して修復が行われ
た。続いて 1971～79 年には建物の外側が
修繕され、1985年には扉が交換された。
XXI堂「聖霊降臨」
この礼拝堂はマッシーノの当初の計画に
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含まれていたものの、パヴィーアの貴族出
身でモンフェッラート公国の官吏であった
ジョヴァンニ・バッティスタ・デッラ・ピ
エトラと同堂の建設について検討していた
ラテラノ修道祭式者会士らの配慮の下で、
1604年に建造された。
1612 年には、同堂は早くもヴォールト
が載った方形プランで前方にポーチのある
現在の形になったが、この時まではモンカ
ルヴォかアルベリーニに帰されるヴォール
トや壁体の壁画は残っていた。この礼拝堂
は、寛大な注文主のお陰でクレアのサク
ロ・モンテの中でも最も大きな礼拝堂のう
ちのひとつであり、日々の礼拝用祭壇も備
えていた。また 18 世紀初めの図によれ
ば、この礼拝堂は採光のために装飾的な天
窓を備えていたし、祭壇上の低浮彫による
テラコッタのイコンは、この場面の透視図
像における焦点となっていたが、やがてカ
ザーレのコツィオ・ディ・サラブエ伯爵の
後援下に移り、フランス支配下で甚大な被
害を被った。そして 1817 年には、同堂を
飾っていた多くの彫刻のうち手つかずと記
録されたのは、わずかに 2体だけとなって
いた。
1850 年頃には、この礼拝堂の後援者が
彫刻家カミッロ・モッラ・ディ・グラッ
ツァーノに移り、彼によって彫刻に対する
最初の修復や壁画の描き直しが行われた。
1888 年には同堂はソチエタ・ディ・レ
スタウロ（修復協会）の管理するところと
なり、間もなく当初の主題と図像の継続を
目的として大規模な復元が開始された。そ
して 1889 年には新しい彫刻がブリッラに
よって完成された。また、単純な建築構造
が手の込んだ金襴のタピストリー描写を四
角形に縁取っている壁体や、雲間に小天使
と放射状の光を背景とした聖霊の鳩がいる
中央に穴のない定型のヴォールトの壁画も
マッジによって修復、補彩された。1920
年には再びポーチが付けられ、さらに
1979年には外部の修繕もなされた。
XXII堂「マリアの昇天」
この礼拝堂の確実な消息は、修道祭式者
会士ブッシが指揮していたコミッシオー
ネ・レスタウリがロザリオの 19 番目の留
として方形プランで同堂を新たに建造した
1887 年まで下らなければならない。そし
て2年後の1889年にブリッラによって彼の
最後の作品となる彫刻が制作された。その
後彼は、「マリアの昇天」部分を白いまま
にしてサヴォーナに戻り同地で没してし
まった。「マリアの昇天」図像の下方に通
常表現されるべき「マリアの永眠」、すな
わち昇天するマリア自身の足元に配される
彼女の亡骸の表現が欠けているため、請け
負った仕事自体も未完であったと推測され
ている（19）。
1939 年に特定できない異例のメンテナ
ンスが実施され、1980 年には屋根や土
塁、下水溝が作り直された。さらに翌
1981年には扉と窓が交換された。
XXIII堂「マリアの戴冠」（天国）
修道院長マッシーノが 1590 年モン
フェッラートの信徒たちに提示したマリア
の生涯の玄義に対する黙想は、この山の頂
上の天界における「マリアの戴冠」の称場
で締め括られる。通称「天国の礼拝堂」と
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呼ばれるXXIII堂（図20）は、ラテラノ修
道祭式者会士らによって 16 世紀の最後の
10 年間に、塔（通称悪魔の塔）だけが
残っていたカルデローナ城の廃虚（図 1）
の上に、部分的に城の下部構造を利用して
建造された。 その後同堂はセッラルンガ
のブロンデッリ・ディ・ブロンデッロ伯爵
の後援下に移ったが、1880 年には同伯爵
からサンチュアリオに寄進された。
この建物は 2階式の円堂で、クーポラが
載り、上階の周囲には回廊がめぐらされて
いる。上階の設計は、1565 年に G. アレッ
シがヴァラッロの礼拝堂のために設計した
ものと酷似し、さらに 1592 年に建造され
たオルタの第 15 堂の設計図や、17 世紀後
半にオローパで具現された昇天の聖母マリ
アの礼拝堂の設計図を想起させる（20）が、
このような構造の礼拝堂の普及は、対抗宗
教改革的文化や、特にボッロメーオの関係
者たちが再評価した初期キリスト教時代の
象徴天文学的価値に関係しているように思
われる。さらにクレアでは、下層の空洞を
死（か地獄）の暗い洞窟、そして上層の空
洞を復活（か天）の洞窟と考えていた古代
の 2層式の墓の象徴主義を復活させている
ように思われる（21）。マッシーノの神学的
参照がどのようであったかを明らかにはで
きないが、いずれにしても 1612 年には、
同堂の下方の「地獄」の空間用に「冒
涜」、「肉欲」、「傲慢」の 3体の寓意像が制
作されていた。他方、上層の空間には、天
国へのマリアの昇天が並外れて豊かな彫刻
群によって早くも表現されていた。1598
年には建物は完成されており、1604 年に
は画家フェデリコ・ツッカリが、同所で粘
土による作品を準備しようとしていた「2
人のフランドル出身彫刻家とひとりのミラ
ノ出身者」について書き記している。2人
のフランドル出身者は疑いなくデ・ヴェス
パン兄弟、すなわちタバケッティ兄弟の
ジョヴァンニとニコラであった。しかしミ
ラノ出身者については、パオロ・ジョヴェ
ノーネやモンカルヴォ、ジョヴァンニ・デ
ンリーコ、プレスティナーリ家のうちの誰
かとする見解に分かれている（22）。
その後は数多くの芸術家たちがこの群像
のために制作を行なったが、予定された
300 体という彫刻の数は、多大な出費と時
間を要求した。また、1612 年から 1698 年
まで戦争がモンフェッラートを苦しめ、こ
のような戦時には同堂はクレアにおける物
見櫓とされた。従ってこの時期の設置に帰
されるのは、上層の輪の人物像と第 2層の
輪の幾体か、そして中央の戴冠の群像の下
方にいるヴォールトに吊るされた天使群だ
けであった。その他の像は 18 世紀にス
トゥッコ（漆喰）で制作されたものである
が、特に下層の雲の輪に座した凡庸なス
トゥッコによる聖人像はすべて 18 世紀後
半の制作になる（23）。
構造全体の修復は、ピエモンテ州文化財
評議会とトリノの貯蓄銀行（カッサ・
ディ・リスパルミオ）の費用で、トリノの
文化財保護局の指揮と協力の下、1994 年
にほぼ完了し、中央の群像の複雑な固定シ
ステムが強化され、人物像の輝かしい彩色
も回復された。
ところで、上方の並外れて豊かな天国の
表現の下方には壁画のない壁体と 19 世紀
製作の貧相な祭壇しかない。その理由につ
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いては、この礼拝堂が未完成であったか、
下方の装飾部分が破壊されたという仮説が
成り立つ。ラテラノ修道祭式者会士ミケ
ル・アンジェロ・クルテッラ・ディ・リ
ヴォルノ神父は 1612 年に下方における地
獄表現の意向に言及していたが、上述のよ
うに同年にはわずか 3体しか存在しておら
ず、1683 年にはラテラノ修道祭式者会士
でクレアの修道院にもいたパオロ・アンド
レオッツィがそこには何もなかったと記し
ている以上、後者の仮説の方が妥当という
ことになるであろう。
2つの外階段については、同じアンドレ
オッツィが彼の時代に既に両階段が存在し
たことを証言しており、スカピッタの平面
図（1703 年）もそれを確証しているが、
階段が２つ設けられた理由としては、当時
は異なったレベルで 2つの行程が同所で交
差していたことや、同所の礼拝堂の下方に
地獄の場面を設置しようとしていたことが
挙げられる（24）。
さらに回廊が付いた階を高くして２階式
にした理由としては、信仰の印として平野
からも見えるようにするためという建築技
術的理由が考えられるが、16 世紀末に小
さなモンフェラート侯国が置かれていた隣
国や侯国内の諸都市との政治上、地理上の
微妙な関係も影響していることは間違いな
い。
南に位置するモンカルヴォはモンフェッ
ラートの主要な都市の中でも強力な都市で
あり、他方ではすでにピエモンテの都市に
なってアスティと境界を接していた。また
西側の平野では、キヴァッソかサヴォイア
家とトリノの手中にあった。つまりモン
フェッラートは周囲から威嚇された状態に
あり、クレアの古城の場所はこの地域全体
にとって並外れて重要な戦略上の塔、物見
櫓となっていたのである。従ってサクロ・
モンテ建造に対してモンフェッラート侯爵
が高い関心を示したことは驚くべきことで
はないし、カルデローナの封土を譲渡して
天国の礼拝堂を建造させたことも驚くに値
しない（25）。
隠者の小礼拝堂
マリアの生涯の玄義の行程を終えると、
巡礼者は山の東脇の細道を抜けて教会堂の
広場に戻ってきていたが、ここにはさまざ
まな時代に、多様な隠者や聖人の小礼拝堂
か龕が建造されていた。17 世紀末のアン
ドレオッツィの時代には 17 堂あったが、
1890 年には 10 堂を超える程度になり、
1902年には2堂になってしまっていた。今
日、この道は、XVIII堂「磔刑」までは逆
に辿り、XVIII堂からは広場の大ヴォール
ドに向けて下らなければならない。このよ
うに辿ると、聖ロッコや聖アレッシオ、聖
フランチェスコ（当初は聖カルロ）、聖ル
カ、苦しみの聖母（アッドロラータ）に献
じられた 5つの小礼拝堂を見ることができ
る。これら 5堂のうち、苦しみの聖母の小
礼拝堂はオリジナルの塑像と壁画を今なお
留めている唯一の御堂である。彫刻はミ
ケーレ・プレスティナーリかデンリーコ兄
弟のうちのひとりの手になるもので、壁画
はモンカルヴォによって描かれている。
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おわりに
以上、今後の研究を見据えて、先行研究
に拠りながら、巡礼地クレアとサクロ・モ
ンテの全体像の把握を試み、まず 1章で
は、サクロ・モンテ建造に先行する巡礼地
クレアの生成とその後の展開について概観
した。その結果、巡礼地クレアは、伝承の
時代を含めれば、聖エウセビウスが彫刻像
（イコン）を携えて同地を訪れ山上に小礼
拝堂を建てた 4世紀にすら遡る古い歴史を
もち、その後も、史料を欠いて明確に跡付
けられない時代が続くものの存続を続け、
封建領主たちから土地の寄進を受けなが
ら、少なくとも 12 世紀には山上に巡礼者
の目的地でありマリア信仰の拠点である教
会堂や管理者となる修道院が建造されてい
たことが分かった。
続いて 2章ではサクロ・モンテ建造に先
立つ建造用地獲得の流れを概観し、サク
ロ・モンテが中世の城跡に建造されたもの
であることや、その土地が封建領主たちの
寄進や修道士たちの不断の獲得工作の結果
得られたものであること、そしてそれには
当時の北イタリアの政情が複雑に関係して
いたことを示唆した。次いでそこに 16 世
紀末の宗教・政治事情を反映する形でサク
ロ・モンテの建造が決定され、長い建造と
放置、再建の歴史が開始されたことを跡付
けた。
最後に 3章では、クレアのサクロ・モン
テを構成している現在の礼拝堂群を中心
に、それぞれの礼拝堂の構想者や後援者、
建造時期や放置期、倒壊・再建の有無、修
繕といった基本的事項、また特に礼拝堂内
の装飾に当たった彫刻家（すべて塑造家）
や画家が誰であったのかを概観した（表１
参照）。その結果、クレアのサクロ・モン
テのマッシーノによる 1589 年時の構想
（15 堂によってマリアの生涯と死を表
現）はその後2回、まず9年後の1598年と
いう早い段階で、当時の修道院長ピオラッ
トと G. タバケッティによってその他のエ
ピソードを含む 40 堂に変えられたこと
や、長い放置や軍隊・不法侵入者による破
壊後の再建期（1820 年以降）に、司教カ
ラビアーナの決断により、原則的にロザリ
オの玄義の表現を辿るコースになるよう軌
道修正されたことが明らかとなった。ま
た、当然ながら、以上のプロジェクトに連
動して礼拝堂内の装飾が行われ、初期には
彫刻家としてはタバケッティ兄弟やデン
リーコ兄弟、プレスティナーリ家といった
ヴァラッロやミラノでも活躍した作家、画
家としてはモンカルヴォやアルベリーニな
どが活躍し、19 世紀後半の再建期には彫
刻家としてはラティーニ神父やブリッラ、
また特異なところではビストルフィ、画家
としてはマッジ、ロヴェリーニ、カイロー
ニなど地方で活躍した多様な作家が装飾に
携わったことが明らかとなった。
今後は特に、初期にクレアの礼拝堂装飾
に携わった作家たちと他のサクロ・モンテ
の礼拝堂装飾との関係を可能な限り明確に
していきたい。
【注】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
1)“Passio vel Vita Sancti Eusebii Vercellensis 
Episcopi”, in F. Ughelli, Italia Sancta sive de 
episcopis Italiae et insularum adiacentium, Roma 
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1652, vol. IV, coll. 1030-48. その手稿は、Attilio 
Castelli-Dionigi Roggero, Un Santuario mariano: 
Il Sacro Monte di Crea, Casale Monferrato, 2000, 
p.11によればArchivio Capitolare Vercelleseが収
蔵。
2) Castelli-Roggero, op. cit., p. 12.
3) Fulgentio Alghisi, Il Monferrato, Historia 
copiosa, e Generale in due parti, et in XIIII 
libr i divisa , manoscr it to, Bibl ioteca del 
Seminario di Casale Monferrato, parte II. 同手
稿の情報は Castelli-Roggero, op. cit., p. 74, n. 
9 に基づくもので、聖マルゲリータ礼拝堂に関
する言及箇所は不明。
4) Castelli-Roggero, op. cit., p. 95.
5) C. Massino, Trat tato dell’ant ichissima 
diuotione nel sacro monte di Opera posto nel 
Ducato di Monferrato, Pavia 1590, proemio. 
マッシ ノーは同書をヴィンチェンツォ・ゴンザー
ガ公に献呈している。
6) Ermanno De Biaggi, “Il Sacro Monte di Crea”, 
in Aa. Vv., Sacri Monti in Piemonte, Torino, 
1994, p. 33.
7) P. Andreozzi, Compendio ristretto dell’origine 
della Beata Vergine di Crea in Monferrato, Asti 
1683. 
8) De Biaggi, op. cit., p. 49 は、同地の住民の資
金だけで同堂の装飾に富む建造費用のすべて
を賄えたとは考えにくいとする。
9) A. Barbero, S. Berti, Guida alle cappelle del 
Sacro Monte di Crea, Parco Naturale e Area 
Attrezzata del Sacro Monte di Crea, s. d., s. p., 
Cappella VIIの解説は、クーポラの壁画はモン
カルヴォかアルベリーニとしている。
10) De Biaggi, op. cit., p. 50等ではタバケッティ兄
弟とされている。
11) Ibid., p. 50では1840年までとされている。
12) Ibid., p. 50 では 1863 年とあるが、Castelli- 
Roggero, op. cit., p. 116, n. 6に従い1866年とす
る。
13) De Biaggi, op. cit., p. 51では1887年とある。
14) 中には、この祝宴を、1604年8月に結婚した
ニコラ・デ・ヴェスパン（タバケッティ）と
フォルネッリオの公証人の娘ドロテア・カッリ
ガルシのものとする研究者もいる（Barbero, 
Berti, op. cit., Cappella X VIIの解説）。
15) 1683 年刊行のAndreozzi, op. cit.や、1711年
執筆の手稿、G. G. Saletta, Ducato del Monferrato 
tra li fiumi del Po, e Tanaro, non compresa la 
Provincia contenuta nel trattato di Cherasco, 
manoscritto datato 1711, Archivio di Stato di 
Torinoなど。
16) P. G. Cima, Memorie storiche sul sul Sacro 
Monte di Crea, Casale Monferrato, 1817.
17) Castelli-Roggero, op. cit., p. 162 はカイローニ
としているが、De Biaggi, op. cit., p. 56はマッ
ジ、また Barbero, Berti, op. cit., XVIII堂解
説はカイローニ、マッジ、セレーナとしてい
る。
18) Castelli-Roggero, op. cit., p. 174.
19) Ibid., p. 182.
20) De Biaggi, op. cit., p. 61.
21) Ibid., p. 61.
22) Castelli-Roggero, op. cit., p. 188.; De Biaggi, 
op. cit., p. 61.; Ristampa Anastatica, Villanova 
Monfer rato, s. d. del Francesco Negr i, 
“Sant ua r io d i  Crea ,  A r te  e  Stor ia  nel 
Monferrato”, in Rivista di Storia, Arte ed 
Archeologia della Provincia di Alessandria e 
Asti, Accademia degli Immobili, 1902, p. 57.
23) De Biaggi, op. cit., pp. 61-62.
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図 4　《パレオロゴ家のグリエルモ 8世と 3番目の
妻ベルナルダ・ディ・ブロッサの肖像》　
フランチェスコ・スパンツォッティ　1474-79年　
サンタ・マルゲリータ・ディ・アンティオキア礼拝
堂　サンタ・マリア・ディ・クレア教会堂内
図1　1589年のクレアの眺望
1．カルデローナの城の廃墟／2．悪魔の塔／3．小要塞の廃墟／4．巡礼宿／5．教会堂と修道院
図2　南西から見た20世紀末
の巡礼地クレアの眺望
（右端が教会堂）
図3 クレアの聖母像　
彩色木彫　13世紀　
カッペッラ・デッラ・マドンナ内　
サンタ・マリア・ディ・クレア教会堂内
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図 5　現在のサクロ・モンテ・
ディ・クレアの巡礼コー
スの概要図
(A. Castelli-D. Roggero, Un 
Santuario mariano: Il Sacro Monte 
di  Crea, Casale Monferrato, 
2000, p.19を若干加筆・修正 )
聖エウセビウス回想（I～ II）区
間
I：聖エウセビウスの殉教、
II：聖エウセビウスの休息
聖書（III～IVの手前）区間
III：予示されたマリア
聖書外典（IV～VII）区間
IV：聖アンナのマリア懐妊、
V：マリアの誕生、VI：マリア
の神殿奉献、VII：マリアの結
婚
喜びの玄義（VIII～XII）区間
VIII：受胎告知、IX：マリアの
エリサベツ訪問、X：イエス・
キリストの誕生、XI：イエス
の神殿奉献、XII：神殿での博
士たちとの問答
苦しみの玄義（XIII～XVIII）区間
XIII：園での祈り、XIV：笞刑
XV：荊冠、XVI：カルヴァリオ
への道行き、（XVII：カナの婚
宴）、XVIII：磔刑
栄の玄義（XIX～XXIII）区間
XIX：復活、XX:墓からの昇
天、XXI：聖霊降臨、XXII：マ
リアの昇天、XXIII：聖母マリ
アの戴冠
下山（ロミトーリ）区間
24：聖アレッシオ、25：苦し
みの聖母、26：聖ロッコ、
27：聖フランチェスコ、28：
聖ルカ
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図6　I堂　聖エウセビウスの殉教
図10　VII堂　マリアの結婚
図7　IV堂　聖アンナのマリア懐妊
図11　VIII堂　受胎告知
図8　V堂　マリアの誕生
図9　VI堂　マリアの神殿奉献
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図12　X堂　マリアのエリサベツ訪問
図16　XVI堂　カルヴァリオへの道行き
図13　XI堂　イエスの神殿奉献
図17　XVII堂　カナの婚宴
図15　XV堂　荊冠図14　XIV堂　笞刑
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図18　XVIII堂　磔刑 図19　XXI堂　聖霊降臨
図20　XXIII堂　マリアの戴冠
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ル
ヴ
ァ
リ
オ
へ
の
道
行
き
彫
刻
L.
 
ビ
ス
ト
ル
フ
ィ
18
87
-8
9
年
壁
画
G
. 
グ
ラ
ッ
シ
18
87
-8
9
年
X
V
II
カ
ナ
の
婚
宴
壁
画
モ
ン
カ
ル
ヴ
ォ
か
ア
ル
ベ
リ
ー
ニ
1
6
世
紀
末
～
1
7
世
紀
初
め
彫
刻
タ
バ
ケ
ッ
テ
ィ
兄
弟
、
そ
の
他
1
6
世
紀
末
～
1
7
世
紀
初
め
彫
刻
（
一
部
手
直
し
）
ヴ
ァ
ラ
ッ
ロ
・
デ
ィ
・
モ
ン
カ
ル
ヴ
ォ
1
8
世
紀
中
頃
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XV
III
磔
刑
（
当
初
は
聖
ヨ
セ
フ
の
昇
天
）
彫
刻
（
旧
主
題
）
不
詳
1
7
1
4
年
よ
り
前
壁
画
（
旧
主
題
）
不
詳
1
7
1
4
年
よ
り
前
彫
刻
（
新
主
題
）
A
. 
ブ
リ
ッ
ラ
1
8
8
7
年
壁
画
（
新
主
題
）
A
. 
カ
イ
ロ
ー
ニ
1
8
8
7
年
彫
刻
（
新
主
題
一
部
）
G
. 
カ
プ
ラ
1
9
3
5
、
1
9
5
3
年
X
IX
キ
リ
ス
ト
の
復
活
（
当
初
は
十
字
架
降
下
）
彫
刻
（
旧
主
題
）
タ
バ
ケ
ッ
テ
ィ
16
世
紀
末
～
17
世
紀
初
め
？
　
壁
画
（
旧
主
題
）
不
詳
1
6
世
紀
末
～
1
7
世
紀
初
め
？
彫
刻
（
新
主
題
）
A
.ブ
リ
ッ
ラ
1
8
8
8
～
1
8
9
2
年
壁
画
（
新
主
題
）
L.
 
モ
ル
ガ
ー
リ
1
8
8
8
～
1
8
9
2
年
X
X
キ
リ
ス
ト
の
昇
天
彫
刻
（
当
初
）
不
詳
不
詳
壁
画
（
当
初
）
不
詳
不
詳
彫
刻
A
.ブ
リ
ッ
ラ
1
8
8
9
年
壁
画
P
. 
マ
ッ
ジ
1
8
8
8
年
彫
刻
（
一
部
）
エ
ル
ゼ
ア
リ
オ
？
1
9
2
1
年
X
X
I
聖
霊
降
臨
彫
刻
（
当
初
）
不
詳
1
7
世
紀
初
め
？
壁
画
（
当
初
）
モ
ン
カ
ル
ヴ
ォ
か
ア
ル
ベ
リ
ー
ニ
1
7
世
紀
初
め
？
彫
刻
・
壁
画
カ
ミ
ッ
ロ
・
モ
ッ
ラ
・
デ
ィ
・
グ
ラ
ッ
ツ
ァ
ー
ノ
18
50
年
頃
彫
刻
A
.ブ
リ
ッ
ラ
18
89
年
壁
画
P
. 
マ
ッ
ジ
1
8
8
9
年
X
X
II
マ
リ
ア
の
昇
天
彫
刻
A
.ブ
リ
ッ
ラ
1
8
8
9
年
XX
III
マ
リ
ア
の
戴
冠
（
天
国
）
彫
刻
タ
バ
ケ
ッ
テ
ィ
兄
弟
、
ミ
ラ
ノ
出
身
の
彫
刻
家
1
6
世
紀
末
～
彫
刻
（
ス
ト
ゥ
ッ
コ
）
不
詳
1
8
世
紀
後
半
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